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PRESS RELEASE 

 

 

東京大学 

 

野生のサルで進化する犬ジステンパーウイルス 
――マーモセットへの自然適応がヒト受容体の利用能力も高めることを発見―― 
 

発表のポイント 

◆ブラジルの野生マーモセットで発生した犬ジステンパーウイルス（注 1）を解析し、ウイル

スがマーモセット（注 2）の受容体（注 3）を効率よく利用できるよう自然界で適応していた

ことを明らかにしました。 

◆この適応にはウイルスタンパク質の 2つのアミノ酸変化が重要であり、これらの変化が同時

にヒトの受容体を利用する能力も高めることを発見しました。 

◆本成果は、犬ジステンパーウイルスが自然界で宿主（注 4）の壁を越えて進化する仕組みの

理解を深め、野生動物を含めた継続的なウイルス監視の重要性を示すものです。 

 

犬ジステンパーウイルスのマーモセットへの自然適応と受容体利用能の変化 

 

概要 

東京大学大学院医学系研究科の竹田誠教授らの研究グループは、ブラジルの野生マーモセッ

トで発生した犬ジステンパーウイルス（CDV）が、マーモセットの SLAM（注 5）を受容体として

効率よく利用できるよう自然界で適応していたことを明らかにしました（図 1）。 

本研究では、マーモセット由来 CDV の受容体結合タンパク質を詳細に解析し、2 つのアミノ

酸変化がマーモセット SLAMへの適応に重要であること、さらに同じ変化によってヒト SLAMを

利用する能力も高まることを発見しました。 これは、CDVが自然界で霊長類の受容体に適応し、

その過程で別の霊長類であるヒトの受容体を利用する能力も同時に高め得ることを示す成果で

す。本研究は、動物ウイルスが宿主の壁を越えて進化する仕組みの理解を深めるとともに、野

生動物を含めた継続的なウイルス監視の重要性を示すものです。 
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図 1：マーモセット由来犬ジステンパーウイルスの犬 SLAM、マーモセット SLAM、ヒト SLAM の利用能 

通常のイヌ由来犬ジステンパーウイルス（CDV、青）の Hタンパク質と Fタンパク質（注 6）を細胞に発現させ

ると、イヌ SLAM を発現する細胞では、SLAM を受容体として利用することによって生じる細胞融合（合胞体形

成）（注 7）が明瞭に観察されました。一方、マーモセット SLAMおよびヒト SLAM を発現する細胞では、このよ

うな細胞融合は確認されませんでした。これに対し、ブラジルの野生マーモセットから検出された CDV（赤）

の H タンパク質と Fタンパク質を発現させた場合には、イヌ SLAM だけでなく、マーモセット SLAMおよびヒト

SLAM を発現する細胞でも、効率よく細胞融合（合胞体形成）が起こりました。 

 

発表内容 
犬ジステンパーウイルス（CDV）は、イヌをはじめとするさまざまな動物に感染するウイルス

です。近年、その宿主域は拡大しており、2006～2008年には中国や日本でマカク属のサルにお

ける集団感染が報告されました。さらに 2018～2020年には、ブラジルの野生マーモセットで致

死的な CDV感染が複数回確認されました。しかし、本来イヌなどに感染する CDVが、自然界で

どのように霊長類に適応したのか、その分子機構は明らかになっていませんでした。 

そこで本研究チームは、2018年にブラジルの野生マーモセットから検出された CDV（NHP1株）

に着目し、ウイルスが細胞に感染する際に重要な受容体である SLAM の利用能力を解析しまし

た。その結果、マーモセット由来 CDVは、通常のイヌ由来 CDVとは異なり、マーモセット SLAM

を効率よく利用できるように適応していることが明らかになりました。さらにウイルスの受容

体結合タンパク質（H タンパク質）（注 6）を詳細に解析したところ、519 番目と 530 番目の 2

つのアミノ酸変化（R519I、G530S）が、この適応に重要であることを突き止めました（図 2）。 

興味深いことに、この 2 つのアミノ酸変化はマーモセット SLAM の利用能力を高めるだけで

なく、ヒト SLAMを利用する能力も同時に高めていました（図 2）。 すなわち、CDVが自然界で

ある霊長類に適応する過程で、別の霊長類であるヒトの受容体を利用する能力も副次的に高ま

る可能性が示されました。 

ただし、本研究は CDVがヒトに感染することや、ヒトに対する感染リスクが目前に迫ってい

ることを示すものではありません。ウイルスが新たな宿主に定着するためには、受容体の利用

だけでなく、自然免疫への対応など複数の障壁を乗り越える必要があります。 本成果は、動物

ウイルスが自然界で宿主の壁を越えて進化する過程の理解を深めるとともに、野生動物を含め

た継続的なウイルス監視の重要性を示すものです。 
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図 2：ふたつのアミノ酸変化によるマーモセットおよびヒト SLAM 利用能の獲得 

イヌ由来 CDV の受容体結合 H タンパク質に、マーモセット由来 CDV で認められた 2つのアミノ酸変化（R519I、

G530S）を導入すると、マーモセット SLAM を発現する細胞で細胞融合（合胞体形成）が生じるようになりまし

た。さらに、同じ 2 つのアミノ酸変化によって、ヒト SLAM を発現する細胞でも同様に細胞融合が生じるよう

になりました。この結果は、CDV がマーモセットに適応する過程で、ヒト SLAMを利用する能力も同時に獲得し

得ることを示しています。 
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用語解説 
（注 1）犬ジステンパーウイルス（CDV） 

犬ジステンパーを引き起こすウイルス。イヌ科動物だけでなく、ネコ科、イタチ科、アライグ

マ科など、さまざまな哺乳類に感染することが知られています。 

（注 2）マーモセット 

中南米に生息する小型のサルの仲間（霊長類）です。ブラジルにも広く分布し、森林だけでな

く、人の生活圏に近い都市部やその周辺でも生息しています。本研究では、ブラジルの野生マ

ーモセットで発生した犬ジステンパーウイルス感染を解析しました。 

（注 3）受容体 

細胞の表面などに存在し、特定の物質やウイルスと結合するタンパク質です。ウイルスの多く

は、特定の受容体に結合することで細胞への感染を開始します。そのため、ウイルスがどの動

物の受容体を利用できるかは、感染できる動物種を決める重要な要因の一つです。 

（注 4）宿主 

ウイルスが感染し、増殖することのできるヒトや動物などの生物を指します。ウイルスが感染

できる宿主の範囲は、ウイルスが細胞表面の受容体を利用できるかどうかなど、さまざまな要

因によって決まります。 

（注 5）SLAM 

Signaling lymphocytic Activation Molecule。CD150とも呼ばれる。免疫を担うリンパ球など

の表面に存在するタンパク質で、免疫細胞同士の情報伝達に関わります。麻疹ウイルスや犬ジ

ステンパーウイルスは、この SLAMを細胞に侵入するための「受容体（入り口）」として利用し

ます。 

（注 6）Hタンパク質・Fタンパク質 

犬ジステンパーウイルスの粒子表面に存在する 2 種類のタンパク質です。H タンパク質は細胞

表面の SLAMなどの受容体に結合し、Fタンパク質はウイルスの膜と細胞膜との融合を引き起こ

します。この 2つのタンパク質が協調して働くことで、ウイルスは細胞内に侵入します。また、

感染した細胞と周囲の細胞との融合も引き起こし、複数の細胞が融合した「合胞体」を形成し

ます。 

（注 7）細胞融合（合胞体形成） 

ウイルスの Hタンパク質と Fタンパク質の働きによって、隣り合う細胞の膜が融合し、複数の

細胞が一つにつながった大きな細胞（合胞体）が形成される現象です。本研究では、この現象

を指標として、CDVが各動物種の SLAMを受容体として利用する能力を評価しました。 
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